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第 6 章 重点実行計画 

【施策目標】 

  

※時点目標の詳細 

鉛製給水管残存戸数（率）令和 4 年度 6,000 戸（4.3％）※中小規模団地終了予定 

              令和 13 年度   0 戸（-） 

目標項目
令和元年度末

実績
令和6年度　目標

（前期）
令和10年度　目標

（中期）
令和14年度　目標

（後期）

鉛製給水管残存戸数（戸） 8,011 3,800 1,300 0

鉛製給水管率（％）
（ＰＩ　Ａ４０１）

5.5 2.8 0.9 —5.8 ⇒
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5 施策目標 

 

重点実行計画の進捗管理を的確に行うため、主要施策ごとに目標項目を定めます。

目標項目は、前期、中期、後期の計画期間終了時に、達成度を評価し、重点実行計画

最終年度における目標の達成度の評価に活用します。 

 

（1）「安全で安心な湖都大津の水道」 

 

 

 

（2）「強靭な湖都大津の水道」 

 

 

 

 

目標項目
令和元年度末

実績
令和6年度　目標

（前期）
令和10年度　目標

（中期）
令和14年度　目標

（後期）

水安全計画の評価の実施率（％）

（評価実施浄水場 /全浄水場数）
100

水質基準不適合率（％） 0

鉛製給水管残存戸数（戸） 8,011 3,800 1,300 0

鉛製給水管率（％）
（ＰＩ　Ａ４０１）

5.5 2.8 0.9 —

100の維持

0の維持

目標項目
令和元年度末

実績
令和6年度　目標

（前期）
令和10年度　目標

（中期）
令和14年度　目標

（後期）

浄水場数（箇所） 6 5 5 4

配水ブロックの構築数

（ブロック）
33 47 63 78

浄水施設耐震化率（％）

（ＰＩ　Ｂ６０２）
2.8 23.5 23.5 68.1

配水池耐震化率（％）

（ＰＩ　Ｂ６０４）
52.6 64.7 71.5 80.1

管路の耐震化率（％）

（ＰＩ　Ｂ６０５）
30.4 33.7 35.7 37.7

基幹管路の耐震化率（％）

（ＰＩ　Ｂ６０６）
33.6 41.1 47.0 53.2

応急給水時の確保水量（㎥） 23,663 24,993 28,741 30,441

5.8 ⇒
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施策目標及び経営目標の進捗管理に加え、下表のように総務省の「経営比較分析

表」で利用されている経営指標を用いて、計画値と実績値の比較を行いながら経営分

析を行うことで、経営状況の把握に努めていきます。 

 

 

 

算出式

49.3427.81

0.28

= 法定耐用年数を超過した管路延長

　÷管路延長×100

管路更新率（％） 「管路の更新投資・老朽化対策の実施

状況」：当該年度に更新した管路延長の

割合を表しており、管路の更新ペースや

状況を把握できます。

39.06

= 当該年度に更新した管路延長

　÷管路延長×100

0.37 0.320.32

46.10= 有形固定資産減価償却累計額

　÷有形固定資産のうち償却対象

　資産の帳簿価格×100

管路経年化率（％）
「管路の経年化の状況」：法定耐用年
数を超えた管路延長の割合を表してお

り、管路の老朽化度合を示しています。

19.49

47.0947.72

96.0095.60

老朽化の状況

有形固定資産減価償却率（％） 「施設全体の減価償却の状況」：有形

固定資産のうち償却対象資産の減価償却

がどの程度進んでいるかを表しており、

施設の老朽化度合いを示しています。

49.78

79.39= 一日平均配水量

　÷一日配水能力×100

有収率（％）
「施設の効率性」：施設・設備が対応

する水量のうち、料金収入の対象となっ

た割合を表しています。

95.05

57.0859.47 58.52

96.00= 年間総有収水量

　÷年間総配水量×100

施設利用率（％）
「施設の活用度」：施設・設備が一日

に対応可能な処理能力に対して、実際に

使われている割合を表しています。

152.27130.33

99.69105.73
= 給水単価÷給水原価×100

給水原価（円）
「費用の効率性」：有収水量１㎥あたり

について、どれだけの費用がかかってい

るかを表しています。

108.28

161.48= 経常費用－（受託工事費＋材料及び

　不用品売却原価＋附帯事業費）

　－長期前受金戻入÷年間総有収水量

148.67

262.70= 企業債現在高合計

　÷給水収益×100

料金回収率（％） 「料金水準の適切性」：水道料金で回

収すべき経費を、どの程度賄えているか
を表しており、100%以上が望ましいと

されています。

123.43

263.84268.48

= 流動資産÷流動負債×100

企業債残高対給水収益比率（％）
「債務残高」：料金収入に対する企業

債残高の割合であり、企業債残高の規模

を表します。

290.41

189.86 167.35

流動比率（％）
「支払能力」：１年以内に支払うべき

債務に対して支払うことができる現金等
がどの程度あるかを表します。

198.77171.18

104.18
= 経常収益額÷経常費用額×100

112.03127.34 109.58

R14計画

（後期）
経営指標

経営の健全性・効率性

経常収支比率（％） 「経常損益」：料金収入や一般会計か
らの繰入金等の総収益で、総費用に地方

債償還金を加えた費用をどの程度賄えて

いるかを表します。

R10計画

（中期）
R1実績

R6計画

（前期）

　 指標の分類

指標の意味

37.69⇒35.94⇒33.71⇒


